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問題と目的

　障がいのある人の自立は、その人に関わってい
る人、とりわけその家族にとって重要である。家
族であっても、常に障がいのある家族のそばにい
ることは難しい。家族が不在の時も、障がい者が
自立した生活することが望まれる。障がい者の自
立した姿とは、様々な考え方があると思われるが、
その一つに、自発的に行動、活動する状態がある
と考える。
　自閉症者は他者の働きかけによって行動するこ
とが多く、自発的の行動することが健常者よりも
少ない（Mclannahan  &　Krantz，1999）。また、図
形や記号、回転するものに強い興味を示したり、
気候に関係なく同じ服を着たがったり、同じ道順
などにこだわったりするなど、柔軟に変更できな
いことがある。急な予定の変更で予想外の状況に
も対応できないことが多い（DSM‒Ⅳ，1994）。
　自閉症児者の自立的な生活を実現するために、
他者から直接的なプロンプトやガイダンスを受け
ずに課題や活動を行えるようになることが望まし
いと考えられる。また、予定の変更に柔軟に対応

できるようになることが望ましい。その一つの方
略として、活動スケジュールや、写真カード冊子
を用いて発達障害児の自発的な行動を促すことの
有効性が報告されている（青木・山本，1996）。
　そこで本研究では、スケジュールを用いること
により、急な予定変更や、行事など、特別な日程
において、柔軟に対応すること、自発的に行動す
ることを促進することを目的とする。

方　法

１　対象児

１）Ａ君
　対象児Ａ（以下Ａ君と略す）は、201Ｘ年現在、
特別支援学校高など部３年の男子である。Ｃ県福
祉総合センターにて田中ビネー式検査Ｖによっ
て、高機能自閉症および IQ51と診断を受けてい
る。
２）Ｂ君
　対象児Ｂ（以下、Ｂ君と略す）は、201Ｘ年現
在、特別支援学校３年の男子である。某医療機関
で高機能自閉症および IQ78と診断されている。
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２　指導目標

　本指導は、保護者の願い、普段の行動の様子か
ら以下の標的行動を設定した。
１）長期目標
　１つの活動、半日、１日、１週間などある期間、
活動スケジュールを活用し、なるべく１人で活動
できる。
２）短期目標
　急な日程の変更、行事など、特別な日程の中で
活動する際に、活動スケジュールを利用し、個別
の指示なしで、自発的に行動できる。
３）標的行動
　短期目標を達成するために以下の３つの標的行
動を設定し、指導および評価した。
標的行動１：次の活動場所へ移動できる。
標的行動２：持ち物や道具の準備ができる。
標的行動３：次の活動場所へ移動し始める。

３　期間及び場所

　201Ｘ年２月～12月までの毎週土曜日計18セッ
ション行う。場所はＣ大学の教室４つを使用す
る。

４　指導者と記録者

　基本的な指導者の役割分担は、主指導者兼プロ
ンプター兼記録者が１名、記録者が１名である。
１ ）主指導者兼プロンプター：臨床活動の進行及
びＢ君又はＣ君に適宣プロンプトを行う。
２ ）記録者：活動の様子を観察し評価を記録用紙
に記入する。

５　一事例の研究計画

　目的を検証するために、以下の仮説を立てた。
１）仮説１　 活動スケジュールの使用が定着する

ことで、自発的な行動が促されるだ
ろう。

２）仮説２　 活動スケジュールの使用が定着する
ことで、予定や場所、指導者などの
変更に対して柔軟な対応が促される
だろう。　

３）仮説３　 声かけや指差しなどの介入を行うこ
とで、活動スケジュールの使用が定
着するだろう。

　仮説を検証するために ABプローブデザイン
を用いた。Aはベースライン期（以下 BL期と略
す）、Bは介入期である。BL期は介入を行う前の
標的行動の行動レベルを測定するため設けた。介
入は、声かけと指さしである。BL期と介入期の
行動レベルを比較し介入効果を評価する。プロー
ブ期では、BL期と同様に介入を除き、標的行動
の行動レベルを測定し、介入効果の持続を評価す
る。このことにより仮説の検証を行うこととす
る。

６　教材・教具

　スケジュール用紙、活動スケジュールファイル
（以下ファイルと略す）、シール、鉛筆、消しゴ
ム。
１ ）スケジュール用紙は、Ａ４版用紙を用いた。
用紙には、活動、場所、指導者、シール欄を表
形式で設けた。
２）ファイルは以下の通りである。
（１）Ａ４版のファイルを使用する。
（２）スケジュール用紙の左側に穴あけパンチで
　　穴を開け、綴じ込んだ。

７　指導手続き

１）BL期
　対象者が標的行動を行うことができているかど
うかを調べるため、スケジュールの作成は行うが、
標的行動を行わなくても介入はしない。BLを知
ることで指導する対象とするかどうかを判断す
る。
２）介入期：条件１
　対象とした標的行動について介入を始める。
（１）介入期：条件１
　標的行動が行われなかった場合、声かけや指差
し身体介助を行う。また、正反応が生起した場合
にスケジュールのシール欄にシールを貼り、正反
応を強化する。
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（２）介入期：条件２
　スケジュールの使用、準備・片付け行動を促す
事前指導をする。
３）プローブ期
　BL期同様にプロンプトを行わない。
８　記録及び整理法

　場面ごとに担当者が、その日の活動について評
価し、記録用紙に記入する。評価は次の基準に基
づいて行う。（※資料２参照）
１）正反応（「○」と略す）
（１）自発的に行動できたとき。
（２）自発的にスケジュールを見て、行動できた
　　とき。
２）プロンプト（「△」と略す）
（１）自発的にできない時、指差しや声かけなど
　　によって、行動できたとき。
３）無・誤反応（「×」と略す）
（１）無反応または誤った行動を行ったとき。

９　記録の信頼性

　全セッションについて所定の記録用紙に全標的
行動の遂行レベルを記録した。記録の信憑性を評
価するために、全セッションの中から無作為に15
セッション選んだ。２人の観察記録に基づき、全

標的行動の遂行レベルに関する考察の一致率を求
めた。一致率の計算式は、一致率＝一致数÷（一
致数＋不一致数）×100により算出した。記録用紙
に標的行動の正否について記録した。Ａ君の平均
一致率は94.7％、Ｂ君の平均一致率は92.3％であ
った。

結　果

　Ａ君Ｂ君共に標的行動１～３で達成率60～70％
であった。しかし、介入期には達成基準である80％
に達し Pro期には達成率100％が続くものもあっ
た。今回は紙面の都合により、全ての結果を載せ
ることは難しい。そこで、指導により特に大きな
成長が見られた標的行動２について検討していく。
１）Ａ君　標的行動２
（１）BL期
　セッション１、セッション２では達成率が０％
だった。スケジュールには持ち物や道具が明記さ
れていたが、持ち物や道具を持って行くことはな
く準備もしなかった。セッション３では達成率が
25％だった。ゲーム・カラオケなど自分の好きな
活動では、準備することができたが、他の活動で
はできなかった。
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Fig1.　各セッションごとの達成度「持ち物や道具の準備ができた」
（Ａ君）

Fig1.　各セッションごとの達成度「持ち物や道具の準備ができた」
（Ａ君）
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（２）介入期：条件１
　４セッション全てで、達成率が60％未満にとど
まった。正反応を示すことはまれで、ほぼすべて
の活動でプロンプトがないと、持ち物や道具を活
動場所へ持っていくこともなく準備もしなかった。
（３）介入期：条件２
　４セッション中３つのセッションで、達成率が
80％を上回った。その中でも、セッション10にお
いては達成率が100％に達した。持ち物や道具の
場所を改善したことや、準備をしないと活動が始
められないこともあってか、プロンプトが必要な
場合もあったが、スケジュールを参照し持ち物や
道具の準備ができた。

（４）Pro期
　６セッション全てで達成率が90％を上回った。
達成率が100％に達したセッションもあった。ス
ケジュールを参照し、持ち物や道具を準備するこ
とができた。
（５）学校場面
　３セッション全てで達成率が100％に達した。
指示がなくても行動することができていた。学校
の時間割が帯状の時間割ということもあってか、
準備する様子も迷いがなく慣れているように感じ
た。担任の先生によると「現在は慣れて特に声を
かけなくても準備できているが、年度当初は声か
けなどして準備を促していた。」「現在ではまれに
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表１　セッション毎の達成率「持ち物や道具の準備ができた」（Ａ君）

Fig2 　セッションごとの達成率「持ち物や道具の準備ができた」
（Ａ：学校場面）



声をかけて準備を促すこともあるが、そのような
ことはほとんどなく、準備することができる。」
「行事や予定の変更がある日程の場合においても、
特に問題なく行動できている。」とのことだった。
２）Ｂ君
（１）BL期
　３セッション全てで達成率が50％未満だった。
スケジュールには持ち物や道具が明記されていた
が、持ち物や道具を持って行くことはなく準備も
しなかった。ゲーム・カラオケなど自分の好きな
活動では、準備することができたが、他の活動で
はできなかった。

（２）介入期 :条件１
　４セッション全てで、達成率が80％以下だった。
正反応を示すことはまれで、ほぼすべての活動で
プロンプトがないと、持ち物や道具を活動場所へ
持っていくこともなく準備もしなかった。
（３）介入期：条件２
　セッション８では達成率が64％だったが、残り
の３セッションでは達成率が90％以上だった。そ
の中でも、セッション11においては達成率が100
％に達した。持ち物や道具の場所を改善したこと
や、準備をしないと活動が始められないこともあ
ってか、プロンプトが必要な場合もあったが、ス
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表２　セッション毎の達成率「持ち物や道具の準備ができた」( Ａ君 )

表 3　評価記録：標的行動 2

Fig.3　各セッションごとの達成率「持ち物や道具の準備ができた」（Ｂ君）
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ケジュールを参照し持ち物や道具の準備ができた。
（４）Pro期
　６セッション全てで達成率が90％を上回った。
達成率が100％に達したセッションもあった。ス
ケジュールを参照し、持ち物や道具を準備するこ
とができた。
（５）学校場面
　セッション１では達成率が83％だったが、それ
以降のセッションでは達成率が低めだった。学校
の時間割が帯状の時間割ということもあってか、
準備する様子も迷いがなく慣れているように感じ
た。担任の先生によると「現在は慣れて特に声を
かけなくても準備できているが、年度当初は声か

けなどして準備を促していた。」「現在ではまれに
声をかけて準備を促すこともあるが、そのような
ことはほとんどなく、準備することができる。」
「行事や予定の変更がある日程の場合においても、
特に問題なく行動できている。」とのことだった。
セッション２、セッション３では達成率が下がっ
てしまったが、担任の先生によると「悩み事があ
ると、そのことに気をとられてしまい気分が不安
定になり、活動に参加できなくなることはあるが、
それがなければ普段はほとんど個別の指示なしで
行動している。」とのことだった。観察期間中は、
進路や学校生活に悩み事があったようで、個別の
指示が必要な場面が数回あった。

198

表４　セッション毎の達成率「持ち物や道具の準備ができた」（Ｂ君）

Fig2 　セッションごとの達成率「持ち物や道具の準備ができた」
（Ａ：学校場面）

表５　セッション毎の達成率「持ち物や道具の準備ができた」
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考　察

　本研究では、スケジュールを用いることにより、
急な予定変更や、行事など、特別な日程において、
柔軟に対応すること、自発的に行動することを促
進することを目的として指導・評価を行い研究し
てきた。ここでは主に、仮説の検証、達成率向上
の要因、学校の指導との関係、先行研究との比較
について取り上げ述べていく。
　まず、仮説についてである。仮説１（活動スケ
ジュールの使用が定着することで、自発的な行動
が促されるだろう。）については、介入期に入っ
て指導が始まりスケジュールの使用が定着し始め
ると共に達成率が向上した。このことから、活動
スケジュールの使用の定着が自発的な行動を促し
たと考える。仮説２（活動スケジュールの使用が
定着することで、予定や場所、指導者などの変更
に対して柔軟な対応が促されるだろう。）につい
ては、場所、指導者、時間など毎回違った条件の
設定、予定の変更を加えて活動を行ったが、活動
スケジュールの使用が定着することで、スケジュ
ールを参照して行動できた。このことから、仮説
を支持する結果になったと考える。仮説３（声か
けや指差しなどの介入を行うことで、活動スケジ
ュールの使用が定着するだろう。）については、
介入時、誤反応が生起した際、声かけや、指差し
などの介入を行った。介入により、達成率の向上
が見られたため、声かけや、指差しといった介入
は効果があったと考える。しかし標的行動２では、
それだけの介入では、思うように達成率が向上し
なかった。そこで事前指導として、活動前のはじ
めの会で日程の確認や活動場所や準備物の設置場

所について、対象児と一緒に各活動場所に行き確
認を行った。また、準備物の設置場所については
指導開始当初、はじめの会に使用した部屋として
いたが、各活動場所に準備物の設置場所を設ける
こととした。以上２つの介入を新たに行ったとこ
ろ達成率が向上した。このことから、指差しや声
かけといった介入を行うことは効果があるが、活
動によっては追加の介入を行うことも必要である
という知見が得られた。
　次に本研究で達成率が向上した要因について
は、３つあると考える。１つは、活動スケジュー
ルが対象児に適していて有効であったことであ
る。活動スケジュールは活動の中で対象児が見通
しをもつ助けになったことで正反応が生起し、達
成率が向上したと考える。２つ目としては、活動
の場所、指導者、時間などを毎回変えたり、急な
変更を加えたことである。こうすることで、対象
児の中で活動スケジュールの必要性が高まり、活
動スケジュールの使用の定着がスムーズに行われ
たことや、誤反応が減少したことが達成率向上に
つながったと考える。３つ目としては、介入方法
を状況に応じて検討し適用したことである。標的
動１、３においては声かけおよび指差しによって
達成度の向上が見られた。しかし、標的行動２に
おいては、声かけおよび指差しの介入だけでは効
果が上がらなかった。そこで、準備物の置き場所
を改善することや、事前指導を行うなど介入を改
善して行ったところ達成率が向上した。このこと
から、介入は声かけや指差しのみならず、対象児
によって必要な介入もあわせて行うことで効果が
あがると考える。
　次に、学校の指導との関係についてである。本

表６　評価記録：標的行動２



200 山﨑　雄太 ・宮﨑　眞

研究では、年度当初に学校を訪問した際に学校に
おける自発的な行動を観察し、本指導の影響を検
討しようと考えた。その後、11月に学校への訪問
が実現し、３日間の観察記録を取ることができ
た。その結果、対象児はどの標的行動についても
達成基準を達成していた。その要因として主に３
つの要因があると考える。１つは、毎日の日課が
大体同じであることである。学校の時間割が帯状
ということもあり、毎日同じような時間の流れの
中で生活しているため、見通しが持ちやすいこと
や、生活リズムへの慣れが達成基準達成の一要因
であると考える。２つ目は、学校場面においても、
スケジュールの指導が行われていたことである。
大学では指導を始めるにあたり、保護者から要望
など伺いスケジュールの指導を行ってきたが、学
校においてもスケジュールの指導が行われてい
た。結果として、保護者を介して、大学でも学校
でもスケジュールの指導が行われていたことで効
果が得られたと考えられる。そのため、一概に大
学の指導による効果と言える結果は得られなかっ
たが、先行研究（霜田2006，松下・園山2008）で
のべられている、スケジュールによって自発的行
動が促進されるという知見を支持する結果となっ
た。３つ目は、４月からの指導の継続である。学
校場面、大学場面で結果として連動してスケジュ
ールの指導が行われていたことで11月に記録をと
った際には、達成　率が達成基準に達したと考え
られる。
　課題としては、今回観察記録を取ったのは11月
であり、対象児は達成基準をクリアしていた。対
象児の担任の先生が「年度当初はスケジュールの
ついても指導していて、対象児もホワイトボード
などでスケジュールを確認していた」と言ってい
ることから、４月にも観察記録を取ることができ
ればＢＬ期からの変化を検証することができたと
考えられる。
　最後に先行研究との比較についてである。霜田
（2006）は、自閉症児がスケジュール表などに従
って自発的に活動していくための条件について、
①スケジュール表に従うことの理解、②一つひと

つのスケジュール活動が一致していること、③ス
ケジュール表で示されている活動そのものが実際
にできることが重要である、と言っている。本研
究においてもＡ君が準備物の場所が分からず何も
しない。このことから、本研究でも③スケジュー
ル表で示されている活動そのものが実際にできる
ものであること、できる状況を準備する重要性が
示された。本研究では新たに独自の指導手続きと
して活動毎に、場所、指導者、時間など条件を変
えたスケジュールを用いて指導を行った。条件を
毎回変えることによって、対象者にとってスケジ
ュールの必要性が高まり、スケジュールの使用の
定着や、誤反応の減少につなげることができた。
この指導手続の効果については今後さらに検証し
ていくことが必要である。さらに、学校場面の観
察記録を取ることができた。しかし、今回は年度
末の１回の観察記録にとどまったため、比較検証
はできなかった。年度当初の記録を取ることがで
きればスケジュールの効果をより詳細に検証でき
たと考える。
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資料１　ファイル

資料３　スケジュール用紙（大学場面）

資料２　ファイル（見開き）

資料４　記録用紙（大学場面）
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資料５　スケジュール用紙（学校場面）

資料７　スケジュール
　　　　（学校場面：ホワイトボード）

資料６　記録用紙（学校場面）


